
平成２７年１０月２４日（土）
高松市　文化財課

　高松市では、栗林小学校校舎等建設事業に伴い、平成２６年６月から発掘調査を実施し
ており、今回の調査は、第３次調査となります。

　栗林田中遺跡は、栗林小学校の校舎建設に伴い、新たに発見された遺跡で、現在の地名

である『栗林』と字名（昔の地名）である『田中』をとり、この名前になりました。

　これまでの調査で、旧石器時代から近世に至る、遺構や遺物が確認されており、今回の

調査では、古墳時代前期と考えられる小型仿製鏡が出土いたしました。

鏡は、当時の有力者しか所有することができなかったと考えられており、この地域に、

当時の有力者が居住する集落が存在した可能性があります。

　今回の現地説明会では、栗林田中遺跡の土地利用の変遷と、出土遺物について、説明し

ます。

こがたぼうせいきょう






